
     　eq \o(\s\up 18(しゅん),春) eq \o(\s\up 18(ばう),望)　　　　　　　　　　　　　eq \o(\s\up 18(と),杜) eq \o(\s\up 18(ほ),甫)
　国 破 山 河 在　国破れて　EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(さんが),山河)

EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(あ),在)り
　城 春 草 木 深　EQ \* jc2 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(じょう),城)春にして　草木深し
　感 時 花 濺 涙　時に感じては　花にも涙をEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(そそ),濺)ぎ
　恨 別 鳥 驚 心　別れをEQ \* jc2 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(うら),恨)んでは　鳥にも心を驚かす
　烽 火 連 三 月　EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(ほうくわ),烽火)　EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(さんげつ),三月)に連なり
　家 書 抵 万 金　家書　万金にEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(あ),抵)たる
　白 頭 掻 更 短　白頭　EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(か),掻)けばEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(さら),更)に短く
　渾 欲 不 勝 簪　EQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(す),渾)べてEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(しん),簪)にEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(た),勝)へざらんとEQ \* jc0 \* "Font:FGP教科書体NT-M" \* hps16 \o(\s\up 16(ほつ),欲)す
【口語訳】
　①都の長安は破壊されてしまったが、山や河は厳然と残っている。
　②(このように人の世の秩序は乱れてしまったが、自然は秩序正しく)長安の
　　街にも春はめぐってきて、草木が生い茂っている。
　③(このような)時勢のむごさに心を痛め、心なごむはずの花を見ても涙を流し
　④家族との離別をうらめしく思って、楽しいはずの鳥の鳴き声にも心を
　　びくつかせる。
　⑤戦いののろしは、もう何ヶ月にもわたってあがっており、
　⑥(そんな中での)家族からのたよりは、まさに万金にも相当するほど貴重で
　　待ち遠しい。
　⑦(内外の苦労で)白くなってしまった頭をかきむしると、髪はいっそう短く
　　うすくなり
　⑧かんざしで冠を留めようとしても、全く留められないほどになってしまった。
【主題】
　秩序正しくめぐって来る自然に直面して、外には国の秩序の乱れ、内には
　家族との別離の悲しみを見つめながら、どうすることもできないままに年を
　取っていく自分のみじめさをうたっている。
【語句】
○国破れて…都の長安が安禄山の乱のために破壊されて(敗れるわけではない)

○城(じょう)…町のこと
○烽火…のろし
○万金…たくさんのお金
○家書…家からの手紙
【構成(内容)】
　①国の秩序は乱れたが自然はそのまま　　秩序が乱れた人の世と
　②町には春が来て草木が茂る　　　　　　秩序正しい自然
　③乱れた時勢に花にも涙し　　　　　　　
　④家族の離別に鳥にもおびえる
　⑤戦いはいつ終わるとも知れず　　　　　　　　　不安
　⑥家からの便りが恋しい　　　　　　　　　　　　家族への思い
　⑦白髪頭はますます短くなり　　　　　　国にも家族にも何もできず
　⑧冠もかぶることができないほどだ　　　　　　　　→年をとる身
【構成(形式)】五言律詩

　□＝用言、―＝体言
　　国 破 山 河 在　
　　城 春 草 木 深　
　　感 時 花 濺 涙　　
　　恨 別 鳥 驚 心　
　　烽 火 連 三 月　
　　家 書 抵 万 金　
　　白 頭 掻 更 短　
　　渾 欲 不 勝 簪
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　　　　　　　　ニ　　　　　　一　　 





　　　　　　　　ニ　　　　　　一　　 





　レ　　　　　　　　　 レ





　レ　　　　　　　　　 レ





ベテ　　ス　　ラント　ヘ　　ニ





　　　　　　　　ケバ　ニ　　ク





　　　　　　　　タル　　　　ニ





　　　　　　　　ナリ　　　　ニ





ンデハ　レヲ　ニモ　　カス　ヲ





　ジテハ　ニ　　ニモ　ギ　　　ヲ





　　　　ニシテ　　　　　　　シ





レテ　　　　　　　　リ





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いん),韻)�を踏んでいる字


深(シン)


心(シン)	　　


金(キン)


簪(シン)





楽しむべきものに対しても深くなげく





城外





対句





城内　→人と自然





対句





城外





対句





→人の内と外





城内








